
















































































富 山 5,6,7,8,9 5,6,7,8,9 5,6,7,8,9
砺 波 5,6,7 5,6,7,8,9 5,6
南砺高宮 5,6,7,8,9 5,6,7,8,9
図３ 富山の風速が9m・s-1（西風系）・6m・s-1（南･西･北風系）のときの県内の風向
富山の風速が6m・s-1になると，南砺高宮での風向
がSW～NWに広く分布する。これは，富山の風速
が5m・s-1になったときも同様で，風が弱くなるこ
とに対して，微地形の影響を受けることを考えるこ
とができる。
南風系の特徴としては，富山の6m・s-1の際の砺
波の風向で，SSW～WNWの範囲で卓越している
が，この傾向は強風のときでも同様であり，より詳
細な解析が必要である。
北風系の際の風向分布は，基本的にN～NW，地
点によってはWNWに波及している場合もあるが，
風速に伴う差はあまり見られない。
2．砺波の風速値を中心とした県内の風向分布
図4に砺波の風速が9m・s-1（西風系）・6m・s-1
（南･西･北風系）のときの県内の風向を示した。前
節の通り，砺波の場合は，西風系の卓越する地域で
あるため，取り扱う風系別の風向分布の項にばらつ
きがある。このため，風系別に解析結果を述べる。
西風系の場合であるが，9m・s-1の場合はWSW
に偏っていたが，6m・s-1の場合はWNWに偏って
いる。また，図には示していないものの，7および
8m・s-1の場合はWを中心に平均的に分布し，5m・
s-1の場合はWNWに偏る。つまり，風速が強いと
きほど南へ，弱いときほど北へ偏る性質がある。
砺波における西風系のときの，他の観測点の状態
であるが，海岸付近で風向分布のばらつきがある魚
津と伏木の状態に特徴がみられる。魚津は，NWと
SWに中心を持つ羽根状の分布をしているが，5m・
s-1のときの場合のように東側にも分布している場
合がある。伏木は，9m・s-1のときはSW～WSW
の分布が見られるのだが，砺波の風速が弱くなるほ
どNWの分布が強くみられるようになる。南砺高宮
でも似たような傾向がみられる。5～7m・s-1の場
合は蝶の羽を広げたような分布であるのに対して，
8～9m・s-1の場合はこの北成分が薄れて，南成分
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図４ 砺波の風速が9m・s-1（西風系）・6m・s-1（南･西･北風系）のときの県内の風向
に卓越する。
南風系の場合は，表1にあるように，5～7m・s-1
を扱うにとどまっている。特徴としては，キーと
なる砺波の分布は，基本的にSSWに偏っており，
この解析では除外しているが，SWの風向も，たと
えば，8m・s-1で22事例，6m・s-1で47事例という
ように，実際は多く存在する。これに近いSSWに
風向が偏った結果であると思われる。
他の観測点における特徴であるが，基本的に，風
速が弱まるほど風向分布にばらつきが出て，風速が
強いほどまとまる性質，つまり谷や周りの山地の影
響をとることがある。
しかし，魚津の場合は風が強い状態でもばらつき
が多く，伏木は若干ながら北成分の傾向にある。
八尾の場合は，7m・s-1のときにSWが多くみられ
る傾向にあるのだが，例数自体が少ないため，単純
比較が出来ない。
砺波の南側にある南砺高宮の場合は，砺波に比べ
ると多少西成分もみられるが，基本的には南成分が
強く，ほぼSが卓越した状態である。
北風系の場合は，5～6m・s-1の状態では，解析
に足りる事例数を取ることが出来たが，それより強
くなると急激に事例数が少なくなるので（7m・s-1
では18事例，8m・s-1では1事例，9m・s-1では2
事例），この2区分の風速のみを解析した。
基本的には，5m・s-1：347事例，6m・s-1：78事
例と，かなりの例数の差があるので，風向分布にも
差があることが予想されるのだが，両者の相対的な
差はほとんどない。ただし，八尾の場合は5m・s-1
の場合は，SWの風向分布がNWの1/3程度である。
3.南砺高宮の風速値を中心とした県内の風向分布
図 5に，南砺高宮の風速が 9m・s-1（西風系）・
6m・s-1（南･西･北風系）のときの県内の風向を示し
た。
前章の通り，南砺高宮の場合は，北風系に関して，
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図５ 南砺高宮の風速が9m・-1（西風系）・6m・s-1（南･西･北風系）のときの県内の風向
事例数がすべて20を下回っているため取り扱わな
い。
西風系の特徴であるが，キーとなる南砺高宮の場
合，風速が弱いほどWNWの割合が多くなり，風速
が強いとWSWの割合が多くなる。これは，砺波を
キーにしていたときの特徴とほぼ同じである。
他の観測点であるが，砺波をキーにしていたとき
の傾向と同様，風速が強いほど風向分布がまとまり，
風速が弱いほど風向分布が発散する。
南砺高宮の場合，南風系が5～9m・s-1のすべて
の風速区分で解析されている。
キーとなる南砺高宮の風向分布であるが，風速が
強くても弱くても，ほぼSのみという状態である。
これに対して，近傍の砺波は西成分と南成分の二つ
に分かれる。南砺高宮と似たような風向分布を見せ
るのが八尾であり，南砺高宮のSをSWに変えると，
分布がそのまま展開できる。
他地点であるが，富山，伏木もほぼSSE～Sの分
布である。魚津と泊は，風速によらず分布がばらば
らである。
Ⅳ．考 察
1.屋敷林の建物に対する方向と各観測点の事例数
の比較
富山･砺波･南砺高宮の各地点で，風速別・風系別
の事例数にばらつきがあるのは，屋敷林の建物に対
する方向，関連が見られる可能性がある。
田畑（2007a）では1975年の国土地理院撮影の空
中写真から137°00′E,36°40′Nを基点にした
1㎞メッシュの中にある屋敷林の，建物に対する方
向やその囲いの数を，算出，図化した。
田畑（2007b）で，屋敷林の建物に対する方向に
関して，東西南北の４方向別に計測し，「隣のメッ
シュとの関連性」に関して2万5千分の1砺波･城
端図幅のそれぞれ3分の2の範囲では，砺波の出町
周辺で西側の屋敷林が南側の屋敷林より卓越してお
り，これに加えて，北側の屋敷林も相当数あること
も解析された。
出町の北側には，建物の北側に屋敷林があるメッ
シュが40％を越える（図7）。このほかに，井口周
辺でもメッシュが存在するが，これは4方向の屋
敷林が多くみられるためである。台風などへの対応
も考えることが出来るが，北側に屋敷林が多く設置
されている地域の場合は，風速6m・s-1を強いと感
じることによって，設置していると推察する。
西側･南側に屋敷林がある状態は，ほとんどのメッ
シュで多く見られるが，最大が城端付近の88％，3
0～40％程度の所有率であるメッシュが多い。た
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図６ 建物の北側に屋敷林がある例
（砺波市木下 国土地理院空中写真
CB-92-2XC12A-16を拡大）
図７ 砺波平野南東部における建物の北側に
屋敷林を置いた建物の数のメッシュ内
の全建物数に対する割合
数字は割合（％），地形を陰影で現した。
だし，出町の西側や，城端～庄川に至る山沿いでは
屋敷林の比率が70％を超えるメッシュも多くみら
れ，この地域では同時に建物の東側に屋敷林を置く
例が多く見られた。
南砺高宮の場合は，おろし風の吹きこむと思われ
る山地に，近い位置にあり，また，西方面は最大標
高950ｍの医王山が控え，壁のような効果になるた
め，このため南風系の事例が多いと考察できる。こ
れは田畑（2007a）で述べた，南方向に屋敷林の多
いメッシュが多く存在していることと関連している。
砺波平野における明治期以降の散村の持続につい
て新藤ほか（1999）は，用水路と住宅の改廃･分家
による敷地面積の変遷を述べた。その中の概念図に
は，東向きには屋敷林らしきものは存在せず，他の
方向には屋敷林を造林していることがうかがえる。
本稿では，砺波の日最大風速6m・s-1で，北風系が
20事例を上回ったことから解析を行ったが，北向
きの屋敷林については，別の目的（燃料を取るため
の木）のみで建てられた可能性もあり，詳細な解析
が求められる。
逆に，強風が度々吹きつける南方向の屋敷林に関
しての住民の意識の中で，維持管理が大変ながらも
防風には必要なものであるので維持したい，という
ものが特に平野南部の南砺市旧城端町の五郎丸集落
や，南砺市旧福光町の経塚集落の調査で得られた
（砺波散村地域研究所，2000）。
また，富山の場合であるが，ここではどの風系も
とらえている。しかし，富山地方気象台のある富山
市石坂は，1930年の地形図を確認しても集村であ
り，またこの北側に広がる低地にある集落には，集
落共同で設置したとみられる屋敷林が，主に西側と
南側，場所によっては北側にみられる（図8）。
富山と八尾の間の婦中町周辺は，集村と散村が混
在している集落（図9）が多く，集村にも屋敷林が
存在する例が多い。田畑（2007a）では，南西のメッ
シュが卓越し，八尾や婦中消防署のデータを比較す
れば，西風と南風の両方に対応していると述べた。
八尾のデータを解析していないので詳しい考察は避
けるが，これらのことが要因で，富山ではどの風系
もその事例を取ることができたと考察できる。
2.風向分布と地形効果に関する考察
第Ⅲ章で記述したように，特に西風系（WSW～
WNW）のときには，風速が9m・s-1では，他の観
測所の風向分布が一定の風向に集中し，5m・s-1の
場合では，風向分布が広くなる傾向にある。図3～
図5で示しているものであれば，例えば「西9」
（西風系でAMeDASの観測値が9m・s-1のとき）と，
「西6」（同じく6m・s-1）を比較すると，このよう
な状態を見ることができる。
風速が弱くなるにしたがって北偏する理由は，冬
型の気圧配置であるときに石川県方面から比較的標
高の高い峠を吹きこした風，つまり，もとの風力が
強い風の場合は南側に強く出る。そうでないときは
峠を吹きこした風が平野内で発散していると考えら
れる。
北風系の項目は，砺波では5～6m・s-1の2区分
のみで，富山では北風系でも9m・s-1の区分まで取
り扱った。これは，ひとつは砺波と富山の観測所の
海岸からの距離の問題であるともいえる。しかし，
砺波で比較的弱い風速区分のときに事例数を多くと
ることができるのは，富山県において北風になる気
圧配置，つまり，吉野･福岡（1967）の基準による，
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図８ 富山市北部の集村の例
（1:25000地形図 富山 1977年）
図９ 富山市婦中町の街村･散村の混在例
（1:25000地形図 速星 1977年）
Ⅱｃ（本州南岸に低気圧が存在する型），Ⅲｃ（本州
上を帯状に移動性高気圧が進む型），Ⅳb（太平洋岸
または日本南方を東西に走る停滞性の前線型）の気
圧配置型が関わる日に，北風系の事例が多く見られ
る。また，日最大風速6m・s-1の日で，北風系の事
例を月別にまとめると表2のようになるが，北寄
りの風が吹きやすいと思われる冬季（12～2月）よ
りも，3～5月と10月に多くみられる。この期間は，
先ほどのⅡｃ型が多く現れる期間である。
富山，砺波とも北風系の日の，他観測点の風向分
布は，魚津を除いて海からの角度と平野と丘陵部の
関係によって，方向が一定している。氷見は平野部
が狭隘なので，西風系･南風系でも日最大風速に関
わらず，一定の風向であるが，比較的広い富山平野・
砺波平野の場合は，富山，伏木は近傍にある丘陵地，
八尾，砺波，南砺高宮は周辺の山地の走向に関係し
た卓越風向となっている。
Ⅴ．まとめと今後の課題
本稿は富山県内の，富山･砺波･南砺高宮で日最大
風速5～9m・s-1のときの，他の各地点の風向分布
（回数）と屋敷林の設営方向と対照させ，どの風速
区分に達すれば地形との関連が出るかを解析した。
本稿の結果を以下に述べる。
①事例数が20を上回った項目において，地点に
よってばらつきがある。富山は北部の低地や海岸，
南部の丘陵部や平野の関係ですべての項目におい
て20事例を越えている。砺波は海岸からの距離
が富山より離れていることと，冬型の気圧配置の
ときの卓越風が西成分が強いことから，西風系は
すべて該当した。しかし，北風系は 5･6m・s-1
が該当した。このことは，砺波市北部の北側に屋
敷林が多く見られる地域があることからもいえる。
また，南風系は井波風などのフェーン性の局地風
の頻度が比較的少ないことから，5～7m・s-1が
該当した。南砺高宮は，フェーン性の局地風の頻
度が比較的多いことから，西･南の風系がすべて
該当した。
②風速に対する風向分布は，基本的に風速5～6
m・s-1では風向分布が広く，風速が9m・s-1で
は狭くなる。とくに，平野の中心部にある地点に
該当することが多い。また，周囲の囲む平野地形
が狭隘であるほど，風向が限られるため，風速に
よっても風向は変化しない。
屋敷林を植栽する際の住民の感覚を推察するため
に，今回は日最大風速を用いたが，今後の課題とし
て，同時性を確保するには時別値を使用することが
求められる。
屋敷林と風向･風速の関係に関しての，砺波地域
での屋敷林の方向別集計が進んでいる。その中で
「北向きの屋敷林」に視点をあてることになったが，
これに関しては聞き取り調査や樹種の調査が必要と
思われる。また，屋敷林のある景観を研究する視点
からの課題として，屋敷林を持つ家屋における屋根
の向き，屋敷林の植栽方向の変化を把握する。これ
は近年多くなっている，とくに20年以内に建築さ
れたものとの対比を行う上で必要とおもわれる。こ
の課題に関して，風工学的視点の応用を行いたいと
思う。これは，2004年の台風23号による被害をま
とめた，砺波散村地域研究所（2005）にも関連する。
また，樹種と屋敷林の植栽目的に関する考察を深め
ていく必要がある。
局地風の研究を行う立場からの今後の課題として
は，田畑（2007a）のように，消防署のデータも援
用して，観測網を密にとり，より詳細な砺波地域，
富山市南部地域の局地風の動きや傾向，特に今回扱っ
た一般的に強風の定義の閾値とされる10m・s-1以
下の風のときの気流の動きをとらえることが重要に
なると思われる。
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表２ 砺波における日最大風速6m・s-1の
日で北風系の事例
月 事例数
1 5
2 7
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4 14
5 10
6 2
7 0
8 3
9 6
10 11
11 6
12 4
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